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１評価結果市町村受理日 ている。（ひもときシートｅｔｃ）

項

　　

目

５６
は～利用者の思いや願い、暮らし方の意向
でいる
項目：２３，２４，２５）

　

利用

　

と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
５７ がある

　

（参考項目：１８，３８）

５８ 留用考
者馨着環おひとりの

ペースで暮らしている

　

利用者は、職員が支援することで生き生きした
５９ 表情や姿がみられている

　

（参考項目：３６，３７）

利用者は‐戸外の行きたいところへ出かけてい
６０ る

　

（参考項目：４９）

　

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
６１ 〈過ごせている
（参考項目；３０，３１）

　　

ｉ用

　

は、その時々の状況や要望に応じた柔
６２

　

軟な支援により、安心して暮らせている

　

（参考項目：２８）

　　　　

…

　

み

　

の
↓該当するものに○Ｅｎ

　　　　

項

　　

目

６３ 怒 きるこ
とをよく聴いており信 頼関係ができ

９）

６４

　

域の人々が訪ねて来ている
：２，２０）

６５ たり深まり
ている

、活き活きと働けている６６
（参考項目：ｎ，１２）

６７

　　　

てし

６８
利用者の家族等はサービスに
ていると思う

　　　

…

　

み

　

の
↓該当するものにＯＥｎ

－Ｉ

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
当該ホームは利用者の思いを深く知る為に寄り添い、本人の立場に立って考えるひもときシートを活
用し利用者の理解に努め、一人ひとりに合わせて細やかな個別対応に努めています。日々の中で多く
の笑顔が見られるよう利用者には調理や掃除 洗濯等の出来る事に力を発揮してもらい、ホームを自
分の家と思ってもらえるよう支援に努めています。開設から２年が経過し職員体制も整ってきており、新

した
り～内部研修やイ
ています。またこれ

向上に繋げ
医療体制も
ぐいます。
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自己評価および外部評価結果
目

　

外
己

　

部

　

Ｉ
１ （１）

２

　　

２

　　　　

項

　　

目

＝

　　　　　

ｉ：

　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　

‐
０理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

２

　

（２）
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域のー員として日常的に交
流している

３

４

　

（３）

０事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

４

　

（３）
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

５

　

（４） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

６

　

（５） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる
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自
己
外
部

項

　　

目
自己評価 外部評
践

　　　　　　

実践状況 プに向けて期待したい内容

７
ロ

０虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

研修を通じて職員間で理解を深めている。
虐待の芽となる不適切ケアについても職員
一人一人の思いをまとめて共有を図り防止
に繋げている。

　　　　　　　　　

、況

　

） のステツ

　

に口けて

　

‐し；い

　

谷

８

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

制度や事業についての勉強会は持てていな
いが利用者の中で保佐人がついている方
がおられるため、必要に応じて相談させても
らっている。

９ Ｃ虹二′・； 圃うる飢明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安１「二問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

家族からの不安や疑問点を確認しながら説
明を行い、理解を図っているが納得できる
方向に導けないことがみられた。

ｌｏ （６）○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ユーザーアンケートから利用者の家族から
の意見など収穫しているが振り返りができて
おらず運営に反映させることができていな
い。

家族の意見や要望は面会時や年に１度のアン
ケート調査 固…

　

【－－▽，－面 、意見を受け
てライン電話の開始などに繋げています。緊急事
態宣言中以外は体調チェックや少人数 短時間等
の予防策を行い面会を継続していますが充分な
面会の機会とはなっていないと考え、新たに毎月
写真を添えて様子を伝える便りや年４回広報誌を
発行し家族に暮らし振りを伝えています。

１１ （７）Ｃ運呂に関うる職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や

　　

ＬＢＢ′仙ぇと設リ、反映させている」忙中 鴎員ｊ、． 定Ｍｒソトー瑠

　　

－－じ設リ、代表者、管理
者は職員の意見や提案を聞く機会があるが
運営に反映できていない。

会議などで聞いています。会義に向けては事前にい＝－”－－ミサ≧÷もあり、出された意見を基に話
し合いケアの統一等に繋げています。また内部研
修その蟹委員会活動は職員主体で行われ、会議
時に提案があり検討しています。年に１回以上行
われるヒアリングの機会や職員の様子を見ながら
主任等が声をかけ話しを聞いており意見を出せる
機会になっています。

１２ ０就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

人事考課制度を取り入れ、代表者は各職員
とのヒヤリングの機会を設けることで職場環
境、条件の整備に努めている。

　

五

　

－小つ

　　　　　　　　

。

１３ ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

今年度よりＯＪＴを取り入れ、新規職員を育
てる体制を構築。コロナ禍においてでも向上
が図れるよう内部研修の場を設ける。

３／９
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目 外 項 目

　　　　

← ÷ ÷ 墨 灘

　　　

十一

　　

実践状

　　

外部言平平戸戸，力珊 翻問函ネ計
１４

　　　　　

１
１
憾
ｔ窄

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機

　

居宅系委員会、市域やブロックによる法人
会を作り、ネットワークづくりや勉強会‐相互訪問

　

内の会議に参加し、情報交換やケース検討
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい

　

を行っている。
く取り組みをしている

．‐”…

　　　　

．

　　　　　

鯵＃

　　　　　　　　　　　　

▼

　　

〆

０初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ

　

人」－．－，ｔｈ”庖ふＭ弧１’－］”ムｈ１

　

不穿たニｒ
十
し
十要望”を宜多＊葱十なボム‐本人の

　

今牛度干こはいり現牝新規人所有は寺、ないが
、十＾？」」、メエサー「ーｌｗ′▽～ー、ｒｒハ” いつでも受け入れ態勢は整えている。安心を確保するための関係づくりに努めている

１６

１７ ０初期対応の見極めと支援

【 聴 榔 賦、級 弼がｒそ１聴も擬胡し嚇、対応にの時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

１８ ○本人と共に過ごし支えあっ開係

職員は本人を介護される－ 蹴 おかず・１醍 醐 瀞 磯 磁糞暮らしを共にする者同士の関係を築いている

１９

２０ （８）Ｃ：▼ みの人や場との関言 ニニリ文援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

知人の面 ”^」にｉふ７－ ネＱ，ｒノに砺ｍ守ぐ対応

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

したり、手紙や葉書のやり取りをする方には封筒

所との関係が途切れないよう、支援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の準備や投函などの支援を行っています。また家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コロナ禍において極力外部への接触を防止 緊割箸鰯 寵吏郡 姿 巽 慕 侵襲鷹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を行ったため支援できず。

　　　　　　　　　

業所への送迎などを支援していましたが現在はコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロナ収束後の馴染みの支援に活かせるよう可能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な限り家族に生活歴や職歴‐よく行っていた場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

等 書いてもらい情報 収集しています。

な限り家族に生活歴や職歴‐よく行っていた場所
しています。
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宣 誓

　　　　　

項

　

目項

　　

目
自己評価 外部評価
実践状況 実践状況

　　　　　　　　

１

　

次のステップに向けて期待したい内容
２１ ０利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

一人一人の生活スタイルを大切にしつつも
関係が構築できるような場面（散歩や家事
の共同作業）を随所に作り支援を行った。

○闘１糸を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフオローし、

通－ふ

　

．・ｉ三

　

好 ている

　　　　　　　　　

ｒｏ情ＩＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　

、 “

　

′－＾置コ玄署
０思いや意向の把握
人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

必要に応じて相談、支援体制は整えてい
る。

生活リズムや希望に応じ、食事時間の変更
や買い物等に対応している。

２４ ０これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

モニタリング、アセスメントを行う事により把
握する事に努めている。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

一人一人の一日の状況について記録に残
し、申送りを通じて現状の把握に努めてい
る。

０チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

毎日入居者の振り返りを行い、日々の課題
を見つけそれに向けた改善策について、検
討と実施を行っている。

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

個別記録に記入し、職員間で情報共有しな
がら、実践、介護計画の見直しに活かして
いる。

－、、

　　　

ー

　　　　　　　　　　

イ

　　　　

′

　

、
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自
己
外
部 項

　　

目
自己評価 外部評価

２８

　

Ｉ

０一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

訪問美理容、個別で訪問マッサージ、歯科
は取りくんでいるが、その他施設として柔軟
なサービス提供は取り〈めていない。

　　　　　　　　　

Ｚ

　

′

　　　　

アツ

　　

ーロ

　　　　　　　　

′

　　　

谷

２９

（１１）

０地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

希望時には近隣のコンビニでの買い物、公
園、神社までの散歩、日々の暮らしの中に
楽しみを作れるよう支援している。

　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□かかＬつ日探す＝●〆

　

』スレ 劣甲ス３０ （１１）
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

受診時に、施設のご様子などを家族へ報告
し、必要に応じて主治医に手紙やＦＡＸなど
でも報告して主治医と連携が図れるように
支援している。

かかりつり探す－＝〆 』不とし、劣甲ス希望する
家族には往診医や近隣の医師を紹介していま
す。個々の状況に合わせた間隔で受診や往診を
受け‐受診は家族の付き添いが基本ですが、必
要に応じて職員がｉＪと岬ノ季もありより。家族と
の受診時は直接かかりつけ医に状況を伝えたり‐
家族に口頭で伝えています。また状態の変化時
は個々の主治医に相談し対応しています。必要や
希望で歯科やマッサージの訪問を受けています。

３１ ０宿達鴨との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の石冊皿・Ｊ勧：＝」ｉ

　　　　　

，［
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

看護師の体制は無し。

　

生

　

ぐ園 ・

　　

ツ

　

ーン

　

舌

　

□

　

受

　　　

、

３２

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

電話連絡だりに′ふく、病院に訪問し病院関
係者との連携を図り関係の構築に努めてい
る。

３３ （１２）○重度化や終木期に向けた方針の共有と文援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることをｉ分ｉ－叫咽しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

体制が整備しきれてないので未整備。

新たに看取りに関する指針を策定しており、指針
を基に家族との話し合う中で看取りの希望があ
り～主治医と連携を図り支援を経験しています。看
取りの際は往診できる医師に変更してもらい～医
師の指示をもらいながら支援に取り組み‐家族に
は状態の報告を行いながらコロナ禍においても家
族の心偽ー－日し“取‐

　

‘

　　　

＾さしてもらう等の配
慮をしています。新年度には看護師の配置の予
定もあり体制も整う予定となっています。

３４

　

し

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

急変や事故発生時に対しての不明点があ
れば、職員間でのＱ＆Ａを行うなど話す機会
は持っている。

　　　　　　　

正っ

　　　　

雰つても、

６／９
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目

　

外

　　　　　　　　　　　

項

　　

目己

　

部
自
己
濡

　　　　　

１

総

外
部
面

　　　

・
一
触

３７ ０利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望槻たり薄毒蒙塵塞 翻 競 闘己決定できるように働きかけている

３８ ０日々のその人らしい暮らし

更譜震蹴堅；ゑ翻雫鰯騨灘鞘過ごしたいか、希望にそって支援している

３９

　

１５

０身だしなみやおしゃれの支援

凧らしい蝋酬細れ耀ぅに１園 捲き瀧鱈撞絡去矛支援している

４０

４１

（１５）

４１

次のステップに向けて期待したい内容
、の
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自
己
外
部

項

　　

目
自己評価 外部評価
実践状

　　　　　　　

実践状況

　

次のステップに向けて期待したい内容
４２

　

Ｒ

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後は出来ていないが、起床時、夕食後
には口腔ケアの実施の支援など行い、必要
な方には訪問歯科を依頼している。

　　　　　　

実

　

、状況

　

次のステップに向けて期待したい内容

４３ （１６）○排池の自立支援
排池の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

排池リズムを把握し、声掛けや誘導を行っ
ている。夜間は睡眠を妨げず、覚醒時の声
掛けや汚染時の不快感についてはパット類
の検討、購入を行っている。

排池チェックシートを用いて個々のリズムを把握
し、訴えの無い方には定期的な間隔や排港のサ
インを見ながらトイレに案内しています。オムツ
フィッターによる研修を受講し、個々に合った排池
用品や支援についてはカンファレンスや日々話し
合い申し送り等で共有しています。夜間ポータブ
ルトイレを置く事で失敗が減った方もおり、できる
限り改善し現状が維持できるよう支援しています。

４４

１７

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

体操を行ったり、誰でも水分が取れるようフ
ロアにティーポット、コップを用意する事によ
り予防に取り組んでいる。必要に応じて服薬
調整も行っている。

　

肌員一， ′……

　

庁 薗コ途

　　

．
ｖ
－＝↑”
－′－
，一４５ （１７）Ｕ′＼′”に示しも、」こ〃・ ご勾文俵

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

体調を考慮しながら、可能な限り本人の入
浴時間や希望に応じた時間帯での入浴を実
施している。

入浴員一・′ー、↑高ん・ら日十の；，り；：：－人す
っ湯を入れ替え掃除を行い、職員体制がある時
は希望があれば夕方の入浴にも対応しています。
時々入浴剤の使用や季節の菖蒲湯を行い、その
方のペースで入れるよう支援しています。自立し
ている方は希望に添い職員が達三１をぶら一人
で入ってもらったり、入浴を断る方には毎日の声
かけや職員の交代等無理の無い入浴支援に繋げ
ています。

４６ Ｃメ咽や休息リノ支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

日中も一人ひとりに合わせて休息を促した
り、居室の温度や湿度、照明にも配慮してい
ます。

４７ ０服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

日々の状態変化の把握に努め、必要時にご
家族や医師と相談し、服薬について支援し
ている。

４８ ○役割、楽しみごとの文援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、暗好品、
楽しみごと‐気分転換等の支援をしている

新聞の提供やドライブやカラオケ等の気分
転換を支援し、個々の誕生日会にはケーキ
作りを行い雰囲気を大切にしている。

８／９
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自
己
菊

外
部
面

　　　　

項

　　

目

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

　　　　　　

自 己評価

　　　　　　

実践状況

コロナ禍もあり、近所での散歩や近隣ドライ
ブのみの実施となる。

　　　　　　　　　　　　　　

外部評価

　　　　　　　

実践状況

　　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

感染予防を行いながら初詣やドライブを兼ね車の
中から桜の花見や紅葉狩り、近隣の散歩や公園
に出かけたり、コンビニへの買い物等できる範囲
で工夫しながら外出しています。また日常の中で
はゴミ出しや新聞取り、時には玄関先の花の水や
り等外気に触れる機会を作っています。コロナ禍
ではユニット間の行き来を制限しており テラスの
あるユニットは外気ご公年さしてもらっています。

５０ ０お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

お金を所持している利用者は希望時買い物
に行くなど、使えるように支援している。

　　

－

　　　　　　　　　　　

”

　　　　　

▲

　

じ

　

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

５１

（１９）

Ｇ車ｉｉｒ手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

内容を聞き、必要に応じ連絡を取れるように
支援している。顔を見合わせて行えるＬＩＮＥ
電話を導入。

甘－ ｒ際の曾≦の 什甘／：の居′、・州の

　

い

　

５２ （１９）
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

イベント毎に沿った置物や壁面を飾る事に
より、季節感を取り入れるなどし、生活の空
間に工夫をしている。

冥↑ 際の萱≦の席什甘んの居心地のよい
が自然に決まっており 食事以外は寛げるソ
ファーやテーブル席等場所を選び自由に過ごして
もらっています。季節に合わせた門松等の正月飾
りや作品を利用者と作り飾っています。また適宜
換気を行い、利用者の体感に合わせ過ごしやす
いよう室温を調整し、モップかけ等の掃除は利用
者にも携わってもらい清潔な空間を保っていま
す。

５３ ○共用エ，司トおける一人ひとりの居壕； Ｊくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ソファーや机を設置する事により、個人の空
間の確保と利用者同士で過ごせる居場所の
工夫を行っている。

　　　　　

．

　

竺

　　　　

ム

　　　　　　　　　

ー

　　　

や５４ （２０）○居心地よく過ごせる店主の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

家具雑貨の設置の際はご利用者・ご家族と
相談している。

利用者は使い慣れた箪笥や鏡台‐座椅子‐テレビ
等を持参し安全に過ごせるよう配置を決めていま
す。また家族の写真や思い入のある人形等の他、
自身で作った縫物やレース編みの作品、趣味の
大正琴等も持参し身近に置いている方もおり‐安
心して過ごせるよう支援をしています。また洗面台
やベッド等が備えられた居室は和室が二部屋あ
り、空いている聯合；上

弱摂してもらえます。
５５ ０一人ひとりのｉ」と活かした女全も環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

長距離の歩行が難しい方などに合わせて休
養も出来るようにソファを設置したりして、出
来る限りその方々に合わせた環境作りを努
めている。

　

、エ

　　　　　

ー “ロー▲

　　　

、し

　　　

らス

　　　

。
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１

　

自己評価及び外部評価結果

事業所番号 ２６９４０００２９６

法人名 社会福祉法人 京都市社会福祉協議会

事業所名 グループホームかたぎはら（３階）

所在地 京都市西京区樫原百々ケ池３１番地１８

　

西京ふれあい地域福祉センタ

　

内

自己評価作成日 令和３年１月３１日

　　　　　　　

１評価結果市町村受理日

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。” このＵＲＬをクリック）

基本情報リンク先 蜘魁圃飽幽遡圃１ｕｗ即』ｑ幽甑血２碗遮緬ｙ獅鎌止Ｑ捌ａ睡繊烈服伽Ｑ鰹６９鵬蟹鴇＝鰻Ｓ州醐１鋤肥三鱒嘘

評価機関名

所在地

一般社団法人

　

市民生活総合サポートセンター

〒５３０‐００４１

　

大阪市北区天神橋２丁目４番「７号 千代田第１ピル

　　　　

項

　　

目

　

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３，２４，２５）

　

利用者と職員が‐一緒にゆったりと過ごす場面
５７ がある

　

（参考項目：ｆ８，３８）

５８ 留用考
者は
繭 お
ひとりのペースで暮らしている

５９ 表情や姿がみられている

６０

職員が支援することで生き生きした
ｔみられている
：３６，３７）

戸外の行きたいところへ出かけてい

：４９）

　　

取

　

り 小

　

み

　

の
↓該当するものに○印

項

　

目
取 り 組

　

み

　

の

　

成

　

果

　　　　　　　　　　　　

↓該当するものに○印

６３

　

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

１０１９）

　

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
６４

　

域の人々が訪ねて来ている

　

（参考項目：２，２０）

て、

６５ 麗との者
つ
や
な驚喜撲り蝶馨っそ教室深まり、
：４）

６６
（参考項目：”，１２）

見て、利用者はサービスに
６７ 足していると思う

て、利用者の家族等はサービスに
６８

　

おおむね満足していると思う
健康管理や医療面‐

６１

　

過」せている

　

（参考項目：３０，３１）

　

利用者は～その時々の状況や要望に応じた柔
６２

　

軟な支援により‐安心して暮らせている
：２８）

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
開所２年目になります。安定した職員体制の中、かたぎはら理念「笑顔とぬくもりを大切に寄り添いな
がらその人らしいくらしを支えます」を元に入居者と職員が支えあう事を実践している。少しでも入居者
のニーズにこたえられるように努めています。日々の生活からだけでなく、会議・委員会・内部研修を
通して入居者を理解し介護の質の均一化や向上も図っている。家族様と親密な関係作りを心掛けてい
ーズにこたえられるように努めています。日々の生活からだけでなく、会議・委員会・内部研修を
て入居者を理解し介護の質の均一化や向上も図っている。家族様と親密な関係作りを心掛けてい
施設を清潔な状態を保ち感染予防に努め‐快適な空間の維持に努めている。今年度はコロナウイ
により外出行事や外部との交流が少なくなっているが、コロナウイルス収束後には、「地域の－
として地域との関りを深めていきたいと考えている。
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自己評価および外部評価結果

２
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自
己
外
部

項

　　

目
自己評価 外部評茄
事磯状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

７ ０虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

内部研修委員会により、虐待についての理
解を深め防止に努めている。不適切ケアに
ついても検討している。

　　　　　　　　　　　　　

・

　　　

‘

　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　

′

　　　　

、

　　　　　　

－

８ ０権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

学ぶ機会は持てていない。

９

　　　　　

一１０ （６）

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

０運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

入居前、契約時‐豹定時′
－！±十分な説明を

行ったうえで不安や疑問点を聞き取り、理
解・納得に努めている。

利用者・家族とは関わりの中で意見要望を
聞き、反映できるように努めている。毎年
ユーザーアンケートを実施し、結果を伝えて
いる。

” （７） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

職員の意見や提案はフｕ′

　

▲滋ぬ職員ヒ
アリング等で聞く機会が設けられている。

１２ ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

人事考課や職員ヒアリング等で実績や勤務
状況を把握、また資格取得支援制度もあ
り、職場環境、条件の整備に努めている。

１３ ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

研修の費用負担のほか、実践者研修・新人
研修・外部研修の参加等もあり、研修の機
会を確保し、職員育成に努めている。新人
職員に対するＯＪＴ制度、ＯＪＴ担当職員の研
修も実施している。
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自
己
罰

　　　

＝

博

外
部
一

　　　

緯

１６ ０初期に築く家族等との信頼関係

龍職蟹璽舞扇票ｇ篇湧１翻澱躍鞭ｒ …づくりに努めている

１７ ０初期対応の見極めと支援

【聴跳蹴、轍臓が「そ１綴麗綴 撚＊の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

１８

１９

２０ （８）

４／９
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宣 齢

　　　　　

項

　

目自
己
外
部 項 目

　　　

…

　　　

墨 醐

　　　

！

　　

“． 糊

　

外部評１
『 卿 好 け 励 鰍姻

２

　

ロ

Ｉ ０利用者同士の関係の支援

霜膨騒搬鰍１Ｅ樽勝繋褐支援に努めている

ソ^‘

　　　　　　　　　　　　　　　

ア^ム

－－
・・．
（９）

２４

２５ ０暮らしの現状の把握

舟蜘働嵐繍態、『 震霊躍り樽犠錘力等の現状の把握に努めている

２ （ｌｏ）

２７７ Ｃ，園ｍの記録と実践への反映

局家憲潔冨澱醍鮒雲鱗饗，露轡擢暮実践や介護計画の見直しに活かしている

次のステップに向けて期待したＬ

５／９



グループホームかたぎはら（３階）

自
己
外
部

項

　　

目
自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

燭
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて、往診・訪問歯科・訪問マッ
サージ・訪問ヘアカットのサービスを受け入
れている。

　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

２９ ０地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

社会情勢により活かせていない。手元に現
金を持っている入居者で希望された時は職
員体制により消耗品などの買い物の同行も
行っている。

３０ （１１）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

かかりつけ医受診｛・仏；【↑：必要な情報を
主治医や家族に伝えており、適切な医療を
受けられるよう努めている。

３１

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や部面召＝

′÷、二： 榛受
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

看護体制は無い状態である。家族協力のも
と定期的に受診対応実施。個別契約で往診
契約されている利用者もおり、必要時には
往診医に相談・指示を仰いでいる。

３２ ○入；艮婚時の医毒 」 ｒｖノ皿，劫
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

入院後の様子確認や退院に向けた準備等
病院と情報交換・相談を行っている。

３３ （１２）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

充分と言えない。少しづつではあるが終末
期に向けた方適さ芽家．．

　

，に詰めてい
る。

３４ ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期メ一味げ－．…じ走－”－－行
い、実践力を身に付けている

急変時や事故発生時のマニュアルや職員
間で共有はしているが、訓練については定
期的に行えていない事故対応時のフロー
チャートを掲示している。
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外部評
鴨 倣 メ洞禰 棚晒．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

３５

　　　　　

１
・
３６

（１３）

，１４

３７ ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

轍 瀞 爾思い網楓たり、目１饗馨 驚 溝警滋綴賛己決定できるように働きかけている

３８

３９ ○身だしなみやおしゃれの支援

初胤蜘怖蝋 霧謝鴬羅携篇支援している

４０ （１５）

４１

７／９
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４２ ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、ー
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後の口腔ケアは実施できていない。
個々の習慣で朝・夕は口腔ケアを実施して
いる。必要な方には促しや見守りを実施して
いる。必要な方へ訪問歯科受診の調整も
行っている。

　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

４３ （１６）○縛ら巴の自立文援
排池の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

排池表の活用により排池パターンの把握に
努め、必要に応じて夜間の排池の声かけを
行っている。外部講師によるオムツ研修も施
設内で実施している。

４４

（１７）

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

毎日ヤクルトの提供。排池表による排便日
の確認を行なっている。必要に応じて主治
医や家族と相談し、＝；－

｛

　　　　　　　　　

一－，，←★名 ノてい
る。体操の実施や積極的な水分提供、１日
摂取水分量の把握。

４５ （１７）
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

鈎簾保持表を活用し入浴日が確認できる。
出来る限り本人の希望に沿った支援を行っ
ている。毎月のモニタリング・アセスメントで
入浴に関する拒否などの傾向も理解し、統
一した対応をしている。

４６ ０安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

日中も適宜、休息も出来る環境に整えて、
室内温度・湿度の調整や換気の実施、照明
などの工夫をしている。居室内の整理や定
期的な掃除も実施。馴染みのある物品を持
参していただき使用して持っている。

４７

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

薬情報は必要時！

　

－上－－が出来るようにして
いる 服薬後の様子や症状変化については
確認を行ない、経過の記録を行っている。必
要時Ｌ土；白ま．Ｌｔ…；・：

　　

．薬内容の調整を
行っている。

４８ Ｃ微音、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、喧好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

掃除・配膳準備・調理・洗濯物たたみ等をし
てもらう事で役割を持ってもらっている。また
晴好品等の制限もしていない。職員管理し
ている分は適宜提供している。

８／９
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４９ （１８）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

即日に対応は行えていない時もあるが、希
望があれば、調整を行い、可能な限り希望
に添えるようには努めている。社会情勢の
加減で外出回数が減っているが、職員とコ
ンビニやドライブに行っている。

　　　　　　

美

　

・況

　

） のステツ

　

に口けて

　

、しこい

　

谷

５０ ○お金の所持や使うことの支援
職員は‐本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

本人管理、施設管理、家族管理等、個々に
より金銭管理状況は異なるが、希望に応じ
て相談・対応を行っている。

５１

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

自ら窟出魁ａｄ〔迄箇二÷したり、希望があれ
ば切手を購入しに行く、投函する等の支援
を実施している。

５２ （１９）０居心地のよい共用三間Ｊくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ね〈ような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

毎日のフロアー清掃実施。季節に応じて、フ
ロアーの飾りっけを変更するなどの工夫を
している。室温・湿度・換気・照明に配慮して
いる。希望に添った座席をできるだけ提供し
ている。

５３ ０共用三脚－－わける一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合つた利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

テーブル席だけではなく、ソファーやカウン
ター席等を設置し居場所づくりをしている。
落ち着いて過ごしてもらえるように空間設定
している。

５４ （２０）０居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使しｖ憤れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

ご自宅で使Ｌｖ慣れた物をや、本人の好みの
物を持参していただいている。居心地よく過
ごせるように居室内環境やレイアウト工夫し
を整えている。和室・洋室がある。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

車椅子で移動される方の安全な導線を確保
し、毎月のモニタリング・アセスメントを活用
し必要に応じ共有スペースや居室内のレイ
アウトの変更、貼り紙等を行い自立した生活
が送れるように工夫している。

９／９


